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オンライン

骨形成能の高い細胞集団のみを選択的に取り出して拡大培養することが可能となれば、より低コストに臨床応用可能な再生骨を作製で

きると考えられる。

利用成果報告書

成果公開有償利用

骨髄細胞における骨形成能の高い細胞集団の同定ならびに骨再生への応用

BD社製FACS AriaⅢセルソーター

継代した間葉系幹細胞を蛍光色素CFSEで標識し、3日間培養したのち、蛍光色素濃度の中央値で2分割してソーティングを行った。4週間

の骨分化培養を経て、アリザリンレッド染色を行った。蛍光色素濃度の低い＝分裂速度の速い細胞群と比較して、蛍光色素濃度の高い

＝分裂速度の遅い細胞群はカルシウム形成量が多かった。リアルタイムPCRにおける骨芽細胞マーカーおよび骨マーカーの発現傾向も

同様の結果となった。
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